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県下ーのグラン

報

ドに.グ

広町和昭

一中学校校庭整備に着手一

にか〉る総工費は 2，550万円で 7月から始まり 10月

を完成予定で行なわれます。完成後は県下でも施設

面、規模的に中学校グランドとして代表的なものに

なります。

町では兼ねてから押原中学校グランドの整備計画

を県および町の各関係機関などで検討 してきました

が、このほど予算も決められ設計図が出来あがりい

よいよ工事に取りかかる運びになります D この整備
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報

夏
休
み
の
心
が
ま
え

広

子
ど
も
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
夏

「
一
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
は

E

一
子
ど
も
な
り
に
学
校
生
活
か
ら
解
放

l
一
さ
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
と
夢
に

i
一
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
有
意
義
に
夏
休
み
を
送

る
た
め
に
、
家
庭
や
地
域
社
会
は
特

に
次
の
よ
う
な
点
を
配
慮
し
た
い
も

の
で
す
。

-
お
と
な
は
子
ど
も
の
生
活
を
む
や

み
に
干
渉
し
な
い
こ
と
|
子
ど

も
た
ち
が
、
与
え
ら
れ
た
自
由
の

中
で
、
豊
か
な
生
活
経
験
が
得
ら

れ
る
よ
う
援
助
し
、
必
要
以
上
に

干
渉
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す

0

.
自
主
的
な
生
活
設
計
を
立
て
さ
せ

る
こ
と
|
長
い
夏
休
み
を
無
計

画
に
過
ご
さ
せ
る
と
、
と
か
く
非

行
に
走
っ
た
り
生
活
が
乱
れ
が
ち

昭(3) 

で
す
。
自
分
の
力
で
や
り
抜
く
自

信
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

-
一
家
団
ら
ん
、
親
子
関
係
の
確
立

を
図
る
こ
と

l

休
み
前
は
、
学

校
生
活
が
中
心
で
家
庭
は
勉
強
と

就
寝
の
場
の
み
で
す
が
、
夏
休
み

に
入
っ
た
ら
家
族
の
一
員
と
し
て

家
庭
協
力
の
心
を
養
い
、
労
力
奉

仕
の
意
義
を
体
得
さ
せ
る
よ
う
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

・
団
体
活
動
で
社
会
性
と
奉
仕
の
心

を
養
う
こ
と
|
子
供
ク
ラ
ブ
や

ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
の
活
動
は
、
協

調
性
を
養
い
民
主
的
、
文
化
的
な

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
つ
く
り

ま
す
。
進
ん
で
参
加
さ
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
(
社
会
事
業
に
無
給
で
働

く
人
)
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

0

.
子
ど
も
の
生
活
は
地
域
や
家
庭
の

責
任
で
指
導
す
る
こ
と
1

親
の

無
関
心
か
ら
子
ど
も
を
放
任
す
る

と
将
来
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結

果
に
な
り
ま
す
。
わ
が
子
も
他
人

の
子
も
地
域
社
会
全
体
で
見
守
り

ま
し
ょ
う
。

明

る

い

心

の

豊

か

な

青

少

年

に

L

夏
を
い
か
し
、
た
く
ま
し
い
心

身
を
き
た
え
よ
う
。

Z

青
少
年
の
自
主
性
老
高
め
、
余

暇
活
動
の
推
進
を
は
か
ろ
う
。

ー
明
る
い
家
庭
と
よ
い
環
境
づ
く

り
に
つ
と
め
よ
う

0

4

青
少
年
を
非
行
・
事
故
・
病
気

か
ら
守
ろ
う
。

予
定
し
て
い
る
行
事

子
ど
も
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

.
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会

七
月
二
十
五
日
(
日
)

雨
天
の
場
合
は
八
月
一
日
(
日
)

Z

親
子
映
画
会
(
小
学
生
か
ら
成

人
)

ー
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
全
員
参
加

各
育
成
会
で
野
外
活
動
実
施
を
奨

励
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
青

少
年
の
た
め
の
夏
季
対
策
会
議
に

お
い
て
協
議
い
た
し
ま
す
。

1. 

国

立

医

大

取

付

道

工

事

着

手



(4) 

ス
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
あ
け
と
と
も

に
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま

し
た
。
特
に
夏
休
み
の
季
節
と
な
っ

て
、
各
部
落
、
各
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

野
外
活
動
も
盛
ん
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
は
自
然
の
中
で
簡
素
に

行
な
わ
れ
る
野
外
で
の
共
同
生
活
「

B
-キ
ャ
ン
プ
」
に
つ
い
て
概
略
お
知
ら

j

一
せ
い
た
し
ま
す
の
で
活
用
し
て
い
た

広
一
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

一

ω
キ
ャ
ン
プ
と
は

T
一
あ
る
目
的
の
た
め
に
家
以
外
の

一
一
定
の
場
所
に
お
い
て
行
な
う
共

日
一
同
生
活
で
あ
る
と
い
え
ま
し
三
つ
。

一
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
自
分
の
果
さ

3
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
を
実
地

|
一
に
学
び
、
そ
の
技
術
を
身
に
つ
け

一
規
律
あ
る
生
活
を
し
、
自
主
性
と

一
創
造
性
を
重
ん
じ
、
の
び
の
び
と

一
し
た
楽
し
い
生
活
を
体
験
し
、
実

一
践
活
動
を
と
お
し
て
、
よ
り
高
度

一
の
人
間
形
成
を
は
か
っ
て
い
く
事

一
が
大
切
で
し
ょ
う
。

間
キ
ャ
ン
プ
の
計
画

キ
ャ
ン
プ
は
数
日
間
の
生
活
に

わ
た
る
場
合
が
多
い
の
で
、
安
全

・
栄
養
・
衛
生
・
経
費
・
日
程
の

内
容
等
に
つ
い
て
の
計
画
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

計
画
を
た
て
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
都
会
や
学
校
の
生
活
を
キ
ャ
ン

プ
場
に
持
ち
込
主
な
い
。

②
参
加
者
の
自
発
活
動
に
よ
っ
て

行
な
わ
れ
る
よ
う
計
画
を
進
め
る
。

③
事
故
防
止
に
つ
い
て
細
心
の
注

意
を
は
ら
う
。

④
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
常
に
融
通

性
を
も
た
せ
、
そ
れ
が
生
活
の
す

べ
て
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
徹
す

る。⑤
キ
ャ
ン
プ
場
に
お
け
る
資
源
を

充
分
活
用
す
る
。

計
画
の
例

ω(青
少
年
対
象
)

日 程 表 (庁少年対象)
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計
画
の
例

ω
〈
勤
労
青
年
対
象
〉

程

時間 簡 1 B (20) 揖 2 目 (21)

6:00 起居晴掃

同 与し

朝 食
8・00 円 由時 間

30 
7 胡 ー 融ウダンス

I 1 : 00 撤 'iJt 

12:00 
返 嗣

号E 付 畳 食
13:15 

醐';tリ エン~ー シ ョ ラf 

間 金 武

14:00 

16:00 
生テ活ンに必ト要 伝瞳工 聞作

融 唱
17:00 

々 食
18:30 

白 由 時 間
19:30 

年刊F ンザフ ァ イ ヤ ー
21 : 00 
22:00 自 由 時 問

ω
キ
ャ
ン
プ
の
装
備

A
個
人
的
な
も
の

帽
子
、
上
衣
、
ズ
ボ
ン
、
ヤ
ッ

ケ
、
パ
ン
ツ
、
手
袋
、
雨
具
、

セ
ー
タ
ー
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
ズ

ボ
ン
下
、
靴
下
、
シ
ャ
ツ
、
手

拭
、
地
図
、
ロ
ー
ソ
ク
、
時
計

筆
記
用
具
、
小
万
、
水
筒
、
懐

中
電
灯
、
ち
り
紙
、
石
け
ん
、

針
、
糸
、
ビ
ニ
ー
ル
風
自
敷
、

毛
布
、
ス
プ
ー
ン
、

ーフ
ォ
ー
ク

叶
憎
ん
戸
旨
勺
J

又
は
箸
、
食
器
、
飯
倉
、
カ
ン

切
等
。

B
共
同
的
な
も
の

テ
ン
ト
、
す
こ
っ
ぷ
、
の
こ
ぎ

り
、
な
た
、
か
ま
、
な
し
ろ
、

な
ベ
、
や
か
ん
、
布
ば
け
つ
、

庖
丁
、
ま
な
板
、
ボ
ー
ル
、
お

玉
、
し
ゃ
も
じ
、
し
ゃ
く
、
う

ち
わ
、
た
わ
し
、
と
石
、
ワ
イ

パ
ー
、
針
金
、
国
旗
(
団
体
旗
)

救
急
箱
等
。

キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ャ
ー

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
、
い
つ

ま
で
も
忘
れ
る
事
の
で
き
な
い
想

い
出
と
な
る
も
の
は
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
は
一

つ
の
火
を
囲
む
友
情
の
輪
で
あ
り
、

若
人
の
心
に
深
い
印
象
と
感
銘
を

与
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
し

ょう。歌
や
劇
、
ゲ

l
ム
等
色
々
の
活

動
に
全
員
が
参
加
し
、
営
火
長
の

指
揮
の
も
と
に
、
規
則
正
し
〈

し
、
楽
し
い
雰
囲
気
を
つ
く
り
ま
し

ょ
p

つ
。

ω
食
糧
計
画

食
事
は
、
キ
ャ
ン
プ
活
動
の
う

ち
最
も
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
可

献
立
は
、
参
加
者
の
年
令
、
性
別

運
動
量
、
予
算
等
を
考
慮
し
て
作

り
ま
し
ょ
う
。

A
生
野
菜
、
果
物
は
で
き
る
だ
け

多
く
し
よ
う
。

B
熱
量
は
、
一
日
=
一
、
五

O

O

カ
ロ

リ
ー
、
蛋
白
は
九
五

j
一一

0

グ

ラ
ム
を
目
標
に
し
よ
う
。

楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
有
意

義
な
夏
休
み
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

(
次
回
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
つ
い

(4) 

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
)

昭
和
町
体
育
指
導
著
員
協
議
会

η

ス
ポ
ー
ツ
意
向
調

査
に
ご
協
力
を
μ

昭
和
町
体
育
指
導
委
員
協
議
会
(

細
田
健
児
委
員
長
)
で
は
、
町
民
の

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み

人
間
尊
重
を
基
盤
と
し
た
健
康
な
町

づ
く
り
と
本
町
の
社
会
体
育
の
振
興

方
策
を
明
確
に
す
る
た
め
、
七
月
中

旬
頃
町
民
各
層
か
ら
無
差
別
抽
出
に

よ
り
意
向
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

お
り
ま
す
。

対
象
と
な
ら
れ
た
方
に
は
、
お
忙

し
い
折
と
は
存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



こ
の
ほ
ど
、
民
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
六
月
十
五

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

日フ

園

口

一

日

三

千

枚

は

使

う

と

言

う

オ

ム

ツ

ロ

ノ

町

一

…

…

山

議

事

写

日

い

を

も

撃

っ

と

を

縫

い

な

が

ら

一

人

一

人

の

口

か

ら

1

一・…

4
i
/
陀ド
E
E
I
ノポ」
E
Y
生
h

チ

ザ

叫

(

出

る

言

葉

は

皆

同

じ

事

で

、

わ

が

子

…

…

一

一

の

丈

夫

で

良

か

っ

た

事

、

そ

の

幸

せ

…

…

和

一

…

…

昭

和

町

愛

育

班

員

田

島

秀

子

に

し

た

っ

て

い

る

だ

け

で

は

申

訳

な

…

…

一

・

ぃ

、

何

か

つ

く

す

事

が

あ

れ

ば

一
…
老
人
福
祉
週
間
の
日
に
私
た
ち
さ
ん
の
前
掛
の
よ
う
な
物
を
無
心
に
で
も
私
た
ち
に
は
ど
う
し
て
や
る
事
…
…

昭
一
…
…
愛
育
会
で
は
、
甲
府
の
山
宮
町
に
引
張
っ
て
い
る
子
、
高
校
生
位
い
だ
も
出
来
な
い
。
こ
う
し
た
胞
設
に
入
…
…

。崎

一
山
あ
る
清
楽
荘
を
訪
ね
ま
し
た
。
あ
ろ
う
か
車
椅
子
で
ご
き
げ
ん
に
歌
を
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
子
は
看
護
婦
日
〆
ぺ
γ戸

一
…
い
に
く
台
風
の
影
響
で
朝
か
ら
土
歌
い
一
人
一
人
に
握
手
を
ね
だ
る
子
の
み
な
さ
ま
に
見
守
ら
れ
、
愛
情
を
口
-
t
u
h
-

-
…
…
砂
降
り
で
し
た
が
、
私
は
な
に
か
そ
し
て
歯
を
み
が
い
て
も
ら
っ
て
い
受
け
こ
の
中
に
い
る
聞
は
良
い
ど
し
…
υ

一ぺ
'
・
!

一
…
…
奉
仕
に
行
く
事
が
こ
の
上
な
く
楽
る
子
も
お
り
板
の
間
の
子
供
に
言
葉
て
も
将
来
の
事
を
考
え
る
と
息
づ
ま
…
…
一
一
題

一

…

一

し

い

よ

う

な

気

持

で

し

た

。

を

掛

け

た

ら

、

ベ

ッ

ト

に

上

る

の

は

る

思

い

で

す

。

一

日

J
V

舌

一
い
と
の
緑
濃
い
山
の
中
腹
に
あ
る
嫌
だ
と
首
を
振
る
、
看
護
婦
さ
ん
の
不
幸
な
子
を
産
ま
な
い
た
め
に
は
い
い
ん
~
し
一

Uz-

-
…
の
は
結
岐
病
棟
ば
か
り
か
と
思
っ
お
話
に
よ
る
と
、
こ
の
子
た
ち
は
ま
妊
娠
中
が
一
番
大
事
と
言
わ
れ
ま
す
。
一
二
山
の

一
…
て
い
た
私
は
重
症
心
障
児
の
病
棟
だ
良
い
方
だ
と
言
い
ま
し
た
。
自
由
私
た
ち
に
出
来
る
事
は
、
こ
こ
か
ら
い
い
将
行

一
…
…
が
二
棟
も
あ
る
事
を
知
り
、
世
間
に
し
て
あ
げ
る
事
に
よ
っ
て
喜
ん
で
始
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
辺
自

一
…
…
知
ら
ず
の
日
分
が
恥
し
い
思
い
が
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
丈
夫
な
子
供
愛
育
班
員
の
仕
事
は
連
絡
す
る
こ
一
三
季

一
口
し
ま
し
た
c

案
内
さ
れ
て
子
供
た
が
家
の
中
で
ば
か
り
遊
ん
で
い
る
の
と
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
よ
り
多
口
説
山
山

一
川
ち
に
会
う
事
が
出
来
ま
し
た
が
一
が
嫌
だ
と
同
じ
事
で
し
よ
う
。
こ
の
く
の
正
し
い
知
識
を
受
け
入
れ
、
そ
…
一

一
一
…
瞬
息
を
呑
む
思
い
で
見
渡
す
と
、
子
た
ち
に
は
あ
の
大
空
の
下
へ
自
分
れ
を
親
切
に
伝
達
し
、
や
さ
し
く
話
…
…
れ
ぞ
れ

一
…
…
ベ
ッ
ト
の
上
で
二
才
位
い
の
子
供
で
飛
び
出
す
事
が
出
来
な
い
の
だ
と
合
っ
て
あ
げ
る
の
が
班
員
の
務
め
だ
…
…
を
ご
存

一
日
…
が
耳
を
押
え
て
わ
め
き
、
そ
の
そ
思
う
と
ジ
レ
ッ
タ
ク
な
り
ま
し
た
。
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
班
員
で
あ
る
こ
…
一
千

一
…
…
ば
で
は
何
も
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
ど
う
し
て
こ
の
子
た
ち
が
不
幸
な
と
に
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
行
き
た
…
…
国
で
は

一
山
る
子
板
の
間
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
て
目
に
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
自
い
と
思
い
ま
し
た
。

何

-

…

…

い

る

子

、

一

人

し

ょ

ん

ぼ

り

お

母

然

に

目

頭

が

熱

く

な

っ

て

き

ま

し

た

。

…

…

土

・

金

ら
た
そ
う

高
校
生
活
指
導
員

決
ま
る
。

押
越
)
雨
宮
勝
佐
野
安
一
(
河
東

中

島

)

小

宮

山

光

治

小

池

徳

次

(

紙
漉
阿
原
)
河
野
勝
磯
部
直
三
(

築
地
新
居
)
小
沢
弘
相
原
光
男
(

飯
喰
)
河
合
秀
雄
(
河
西
)
保
坂
篤

伊
藤
優
(
上
河
東
)
牧
野
方
宏
保

坂
幹
雄
保
坂
仁
規
(
清
水
新
居
)

(
敬
称
略
)

報

昭
和
町
高
校
生
活
指
導
員
連
絡
協

議
会
の
昭
和
五
十
一
年
度
の
役
員
と

指
導
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
今
井
照
博
(
押
越
)

副
会
長
今
村
徹
(
河
西
)
仲
沢

潔
(
西
条
二
区
)
清
水
裕
(
押
越
)

指
導
員

秋

山

等

志

村

健

次

笠

井

薫

(

西
条
一
区
)
古
屋
宏
一
(
西
条
ニ

区
)
塩
田
明
清
水
英
夫
(
西

条
新
田
)
窪
田
鴻
海
野
英
雄
(

離
婚
後
も
婚
姻
中
の
氏
〈
姓
〉

を
名
の
る
こ
と
が
・
:
:
:
:

広

よ
る
と
、
婚
姻
の
と
き
氏
を
改
め
た

人
は
、
離
婚
を
し
て
も
離
婚
後
三
ヶ

月
以
内
に
一
同
籍
法
の
定
め
る
届
出
を

す
れ
ば
、
婚
姻
中
に
称
し
て
い
た
氏

を
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
律
施
行
前
三
ヶ
月

以
内
(
本
年
三
月
十
五
日
以
降
)
に

離
婚
し
た
人
で
既
に
婚
姻
前
の
氏
に

も
ど
っ
て
い
る
人
も
、
本
年
九
月
十

五
日
ま
で
に
届
出
を
す
れ
ば
、
婚
姻

中
に
称
し
て
い
た
氏
を
再
び
称
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

トボール部落別リーグ戦成績表
ム 引分け (6月30日現在)

西 押 7可 f青 築 飯 新 幸氏 河 上 西

条 東 水 地 漉
河

条
一 中 新 新 阿一
区 越 島 居 居 喰 田 原 西 東 区

西条二区 卜¥O O O O 

押 越 • |¥ 。 O O O O 

河東中島 • ¥ • O O O 

清水 新 居 [¥ • O O O • 築地新居 • (¥ O O O 

飯 喰 O O 天云 • A 

新 田 • • • l¥ O O 

紙漉阿原 • • O ¥ O 

河 西 • • • • • • • l又 O 

上河東 • • O • ム |¥ 
西条一区 • • • • |¥ 

す

市
販

暦

そ

で
す

俗

あ
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H

縁
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ

ヒ
ト
リ
を
防
除
し
よ
う
μ

木
を
下
か
ら
み
て
、
く
も
の
巣
や

紙
を
貼
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ら

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
と
み
て
間
違

い
あ
り
ま
せ
~

・

!
〆

。
発

生

の

時

期

ア
メ
リ
カ
、
、
:

ロ

ヒ

ト

リ

は

、

)

嶋

一

戦

後

ア

メ

リ

カ

砂

眠

一

報

-

か

ら

侵

入

し

、

輔

哲

三

:
一
旺
盛
な
繁

殖

力

輔

申

ヱ

広

一

で

桜

、

プ

ラ

タ

明

い

一

一

ナ

ス

、

ポ

プ

ス

(

一

町

一

く

わ

、

果

樹

、

一

空

一

き

り

、

ゃ

な

ぎ

一

割

↑

旧

一

等

周

辺

の

植

物

ユ

に

-

一

は

手

あ

た

り

次

二

べ

一

回

一

第

に

食

い

荒

す

る

二

J

一

1
.
毛

虫

で

す

。

竺

ペ

払

「

一

し
か
し
、

毒

一

一

同

T

は

な

く

、

さ

さ

山

一寸
劇
一

れ

る

心

配

は

あ

二

ぽ

一

り

ま

せ

ん

。

二

期

雫

早

期

発

見

に

可

制

寸

つ

と

め

、

自

主

一

割

了

的

に

防

除

し

ょ

一

捕

ア

i
;
 

A

J

J

o

d

M

〉一

泌
仲
向
田
一

τ

防
除
は
、
発

p
・5

生
の
初
期
が
最
も
効
果
的
で
す
。

。
防
除
の
方
法

0

枝
切
り
・
焼
却

ロ

発
生
時
期
に
見
廻
っ
て
枝
ご
と
切

り
お
と
し
て
足
で
踏
み
つ
ぶ
す
か
、

焼
却
す
る
の
が
一
番
よ
い
方
法
で

す
。
又
、
た
い
松
な
ど
を
使
っ
て

巣
を
焼
く
の
も
よ
い
。

0

薬
か
け

毛
虫
が
散
っ

て
し
ま
っ
た
り
、

高

い
木
で
枝
切
り
が
で
き
な
い
時
は
、

D
R
P
乳
剤
(
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク

ス
)
五

0
0
1
一、

0
0
0
倍
液
か
、

又
は
、

D
D
V
P
乳
剤
一
、

0
0
0

1
二、

0
0
0倍
液
を
毛
虫
に
十
分

に
か
け
ま
す
。

o
踊
と
り

二
化
期
の
毛
虫
は
、
九
月
下
旬
頃

木
の
割
目
、
く
さ
む
ら
等
に
入
っ

て
踊
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
前

に
木
の
幹
に
、
こ
も
、
厚
紙
等
を

巻
い

て
誘
い
踊
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
冬
期
間
取
外
し
焼
き
捨
て
ま
す
勺

。
蟻
卵
と
り

蟻
は
日
中
、
日
影
に
静
止
し
て
い

る
の
で
見
付
次
第
捕
殺
又
は
夜
間

誘
蛾
灯
に
よ
る
誘
殺
を
す
る
。

卵
は
葉
の
う
ら
に
産
卵
し
て
い
る

の
で
採
取
焼
却
し
ま
す
。

。
防
除
の
体
制

自
分
の
も
の
は
自
分
で
防
除
を

行
な
う
こ
と
を
た
て
ま
え
と
し
、

公
共
物
や
会
社
、
工
場
等
は
管
理

者
が
責
任
を
も
っ
て
行
な
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

異
常
発
生
等
で
自
治
会
や
部
落

、
が
共
同
で
防
除
を
す
る
場
合
は
、

進
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
毛
虫
の
発
生
に
「
ズ
レ
」

が
あ
り
ま
す
の
で
防
除
し
て
か
ら

も
観
察
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

。
防
除
薬
剤
・
防
除
機
具

共
同
で
防
除
を
行
な
う
場
合
は

町
か
ら
無
償
で
薬
剤
を
交
付
し
ま

す。
防
除
機
具
は
農
家
の
動
力
噴
霧

機
で
も
充
分
で
き
ま
す
の
で
、
相

互
扶
助
精
神
に
よ
り
、
一
斉
防
除

を
心
が
け
て
下
さ
い
。

役
場
に
も
強
力
動
噴
一
台
を
備

え
つ
け
ま
し
た
の
で
、
充
分
活
用

し
て
下
さ
い
。

防
除
方
法
、
薬
剤
等
分
ら
な
い
点

が
あ
り
ま
し
た
と
き
に
は
、
役
場
振

興
課
(
ニ
、
一
一

一
番
)
ま
で
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

活
動
す
る

。

日

本

赤

十

字

際
的
な
救
護
活

国
内
に
お
け
る

看
護
婦
養
成
事

の
幅
広
い
活
動

す。

。
赤
十
字
の
事

み
な
さ
ま
方
に

社
員
に
加
入
し

昭和 51年度標準農事賃金表
田植えや春蚕の農繁期も一段落し、 賃金標準額を決めておりますが、本

夏野菜の最盛期となってまいりましお 年も 6月16日に関係機関の代表者に
田植えも近頃は、機械化が進み、早 お集りし、ただぎ協議打合せの結果、

乙女による田植え風景は数えるほどに 本年度の標準額を次のとおり決定い
なってまいりました。 たしましたのでお知らせいたしますミ

乙の時期にあたり、修!陣本町の農事

種 !BU 摘 要 標準額 前年度標準額
1 本ー赤口ト 主

rておをつ 主人問どz害業民救護事 朗はろもち 業事位は ~卜日手守十-事芋、jい 活動

早 乙 女 1 日 4，000 円 1食付 3，300 円 ただ の

田 植手伝い 4，000 1衡す 3，3∞ き、 字社 経費
1/ 

り連帯 ん

大型トラクター 10α 当り 8，000 
そのは ま、、匡

7，000 

耕 転 機 1/ 8，000 7，000 
。

い加のさま」会J 間 れ

鋤耕転の み グ 5，000 4，500 た入趣旨を れす で今月 て
し し て の の 主

雇 人 1 日 3，500 1食付2，500--3，000 まて いで方す。 は り

機 械 田 植 10α当り(欝) 6，000 5，000 すo だく 理」 いな 今ま‘ が々 奉赤仕日 十字運赤 すま

バfンタ二一(ヒモ付) 10α 当り 7，000 6，000 
さ解世 社費

るよう のえう 帯も、 社で員 募集 団員 動の
コゾ吋ン(乾燥までう 1/ 12，000 新 設

脱 穀 1/ 4，000 1/ 
願お社員赤十加に 伺に(婦調強

いに字入い人月



報

レクリ 青年学級生募集

広町

開設期間昭和51年 8月~昭和52年 3月まで、毎

週木曜夜 7時30分 ----9時30分

開設場所 昭和町中央公民館

対象者町内に在住する青年男女

受講料無料

主な学級内容

青年期の特質、青年心理、青年期の生活設計、町

行政の学習、野外活動の学習、社交ダンス、郷土の

歴史をたずねて等、仲間と共に学び、考え、行動す

る主体的人間像をめざしますO その他スポーツやキ

ャンプ、他町村との交歓会なども予定しております。

申し込方法

希望者は、昭和町中央公民館内教育委員会事務局

(3737)へ7月31日までに申し込んでください。

和

ン教室

集

昭

ェーンヨ

募

(7) 

昭和町公民館では、次のとおりレクリェーション

教室を開催いたしますo

開設期間 川昭和51年 8月~昭和52年 2月まで、毎

月1回夜

開設場所

対象者

定員

受講料

主な内容

楽しいゲーム、フォークダンス、軽スポーツ、映

画鑑賞、レコード鑑賞、その他

申し込み方法

希望者は、昭和町中央公民館 (3737)へ7月31

日までに申し込んでください。

昭和町中央公民館

町内に在住する一般成人の方ならどな

たでも

50名

無料

体

育

指

導

委

員

の

顔

ぶ

れ

委

三員井員田員
井口中

委

員長
田

員豊
川
富
士
江
(
河

員斉
藤
満
智
子
(
押

一
永

(
河
東
中
島
)

善
貞
(
清
水
新
居
)

委
員

山員細長
田田

委

委

健
児
(
上
河
東
)

健
(
西
条
二
区
)

西
、....，/

委

委

委

正
賢
(
押

越

猛
(
西
条
一
区
)

~ 

{ 村林木口西浦中本田沢石藤 和 寸、 IL(，、，
ふ美姻五 11IYll"} ) 

J 公純桂民恵じ代利 十 〆fVソ 、 L/
子忠子悟子三子哲子勝子雄 ‘半 : 

年 グ 悩 ふ 片
j 西西西河西上十四 /?A，「 //' J

条条条東条回 二月 f¥1Xーでー IL人
一二二中一円 日 にごEマデ刈 i

j 区 区区島区東 以 ¥-------- にゾ刀
降 、子一一一J ヲベv

(中有永中渡出 保比窪河淡宮笠中皆深田深岡山郷今岸都(
J津泉井込辺 坂 留 田 澄 路 内 井 村 川沢中川田下 井 本 築 1

生 間久亥 美み し
{咲知啓和 勝芳美佐知啓令智ず博づ謹芳正陽一裕勝{
J良宏之美信 子雄子夫子友子夫江己子一江木子生子人 J

(グ父 11 11父 清 河西西押西築押西(
1 h 高則 芳 昭 水東条条 条地 条 J

J入寅夫次雄 喜 Et孟越正蓄越長;
J紙上上西西 1 

漉 条条
J阿河河一二 l 
t原東東区区 1 
1 村萩望清初河吉小深望佐小高高遠佐平水中深篠市佐中望深鷹河佐河今 J 
I 松原月水万西津笠津月藤沢山露藤藤出上平津原川藤山羽海野西野西福

久 三 原 き ま ま 由
J 美 智正夕敬 美聖よ雄ゆゆ知紀洋祐正知政理洋有高栄ま圭 綾- 1 
j 子淳子志子子一幸子み幸みみ子子江子真幸路元恵介香志一き介誠子仁 j 

グググ 11 11 11 グググググググ父母グググググ 11 11 11 11 11 11 11 ググ 11 11 

j主馨菱重雇 言 語 界 震 一 勝 尚 空 手 弘 握 良清臨誤有毒茂嬰費量記 ; E!s I I.......-""-~~ I r::I\...:..""I"~/.J./' ~"----'/.J~'\-..J 'I''-' 

; 河河西西上西西上清西上西西築西西河上西押西河西河飯押西上上西清 } 
;東条条条条 水 条 条 条 地 条 条 条条東条 条 条水 t

t中一二t可二二河新二河一二新二二 t可二二中二 二河河一新 j 
j 島西区区東区区東居区東区区居区区西東区越区島区西喰越区東東区居 j 
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押
越
・
樋
口
さ
ん
宅
に

一
坪
図
書
館
が
:
:
・

現
在
、
町
の
中
に
一
坪
図
書
館
が

ニ
ケ
所
(
西
条
・
河
西
い
づ
れ
も
公

員
一
会
堂
)
に
お
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ

j

一
の
程
、
押
越
樋
口
久
美
子
さ
ん
宅
に

宏
一
新
し
く
設
け
ら
れ
ま
す
。

j
一
第
一
回
の
開
館
は
七
月
二
十
四
日

I
一
(
土
)
の
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

i
一
で
こ
の
後
も
毎
週
土
曜
日
の
同
時
間

l
一
に
開
か
れ
ま
す
。
個
人
宅
で
の
開
館

i
一
は
初
の
心
み
で
、
多
数
の
利
用
者
を

l
一
望
み
ま
す
。

1
・
な
お
場
所
は
別
図
の
と
お
り
で
す
勺

砂

利

採

取

業

務

主

任

者

試

験

実

施

の

お

知

ら

せ

砂
利
採
取
法
第
十
五
条
の
規
定
に

よ
る
砂
利
採
取
業
務
主
任
者
の
本
年

度
の
資
格
取
得
試
験
が
、
七
月
三
十

一
日
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
試
験
要
領
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
多
数

受
験
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

。
受
験
願
書
交
付
期
間

七
月
三
日
か
ら
七
月
十
七
日
ま
で

日
曜
日
を
除
き
毎
日
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

。
学
科
試
験

ω
日

時

昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
一
日

(
土
)
午
前
十
時
か
ら
二
時
間

ω
場

所

山
梨
県
庁
八
階
会
議
室

ω
試
験
科
目

刊
砂
利
の
採
取
に
関
す
る
法

ム
-
M

M
門
砂
利
の
採
取
に
関
す
る
技

術
的
な
事
項

。
受
験
手
続

ω
提
出
書
類

受
験
願
書

J

県
工
業
課
に
用
意

履
歴
書
¥
し
て
あ
り
ま
す
。

ω
写

真(
手
札
版
一
枚
と
し
、
六

ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た

も
の
)

膏

年

の

船

募

集

日
本
青
年
団
協
議
会

(日
青
協
)

は
、
次
代
を
に
な
う
中
堅
青
年
男
女

の
み
な
さ
ん
に
国
際
的
視
野
を
広
め
、

国
際
協
力
の
精
神
を
、
画
養
し
、
日
本

の
姿
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
の
趣
旨
で
青
年
の
地
中
海
「
青
年

の
船
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

日
程
は
五
十
一
年
十
二
月
二
十
三

日
か
ら
五
十
二
年
一
月
二
十
日
ま
で

の
二
十
日
間
で
総
経
費
三
十
八
万
五

千
円
で
す
。

な
お
、
参
加
資
格
並
び
に
人
員
は

的
日
本
国
籍
で
、
健
全
な
身
体
を

有
し
原
則
と
し
て
四
十
才
未
満
の

方
付
八
十
名
(
原
則
と
し
て
先
着
順
)

申
込
み
締
切
日
、
昭
和
五
十
一
年

十
月
十
五
日

日
理
、
申
し
込
先
に
つ
い
て
は
、

町
中
央
公
民
館
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

区
中巨摩地区休日緊急医

年月
分 (内科・小児科 )

日 医院名 所在地 電話番号

51. 7. 4 林野医院
竜王町 05527 

西八幡 6 -2816 

51. 7. 11 乙黒医院 玉穂村成島 055273 
-2001 

51. 7.25 保坂医院 富竜王竹町新田
05527 
6 -2619 

51. 8. 1 木之瀬医院 田富町布施 055273 
-2216 

51. 8. 15 森 川 医院 昭河和東町中島
055275 
-2070 

51. 8.22 斉藤医院 竜王町 05527 
目玉 6 -2010 

51. 8. 29 田 中 医院 田富東町花輪
055273 
-2502 

郡体育祭り

予選種目

サッカー

7月 11 l::l 旧峡中

バレーボ ← Jレ 男子、家庭婦人

7月 14、15日 若草小中体育館

ソフトボ、 -)レ

7月 11日

野球

7月 11日

ハンドボ ール

7月11日

( 7月 25日〉

主催会場敷島 町

釜無川スポーッ公園

婦 相 埜l
母子健康手帳交付日

7月3日(土) 17日(土)

8月7日(土) 21日(土)

持参するもの印鑑

巨摩中、櫛中

全試合、竜中

とき
9月17日()k)

10月1B()k) 

場所中央公民館

場所中央公民館

9月15日伺〉

10月1日()k)

心配ごと相談

行政相談

とき


